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森林総合教育センター(morinos

モ リ ノ ス

)が 
「令和２年度木材利用優良施設コンクール 林野庁長官賞」を 

受賞しました 
 

 

木材利用推進中央協議会が公募した標記コンクールにおいて、森林総合教育センター

（morinos）が「林野庁長官賞」を受賞しました。 

このたび、下記のとおり表彰式が開催されますのでお知らせします。 

 

記 

 

１ コンクールの概要 

    対   象：過去５年以内に建設された全国の木材利用施設 

（今年度は７６施設が応募） 

    選 定 方 針：木材利用分野の拡大や地域材の有効活用等の観点から、優れたデザイン

性や、木材の特性を活かした魅力ある施設を選定。 

    表彰の種類：内閣総理大臣賞              １点 

農林水産、国土交通、環境の各大臣賞   各１点 

          林野庁長官賞                              ３点 

          木材利用推進中央協議会会長賞      ４点 

          審査委員会特別賞             ２点 

 

２ 表彰式日時 

    日    時：令和２年１０月３０日（金）１５～１７時 

    場    所：木材会館（東京都江東区新木場１－１８－８） 

    受 賞 者：施主（県立森林文化アカデミー） 

          設計者（県立森林文化アカデミー木造建築教員、第１７期学生） 

          施工者（澤崎建設（株）） 

 

 

令和２年１０月２８日（水） 岐阜県発表資料 

担 当 所 属 担当係 担当者 電話番号 

岐阜県立森林文化アカデミー 

森林総合教育課 
研修係 鈴木知之 

電話 0575-35-3883 

FAX  0575-35-2529 



 

 

 参  考  

（１）県内施設の受賞歴 

  みんなの森 ぎふメディアコスモス（Ｈ２７林野庁長官賞） 

  中津川市立中津川保育園（Ｈ２１木材利用推進中央協議会会長賞） 

（２）木材利用推進中央協議会の概要 

  設立：昭和５９年   会長：鈴木和雄（全国木材組合連合会長） 

構成：林業・木材産業関係中央団体１８団体、４７都道府県木材利用推進協議会  

 

 森林総合教育センター概要  

（１）整備目的  

   「すべての人と森をつなぎ、森と暮らす楽しさと森林文化の豊かさを次世代に伝えていく」

をコンセプトに、子どもから大人までが森林に親しみ、森林とのつながりを体験できる森林

教育の拠点を整備 

（２）施設概要 

・木造平屋建て（延べ床面積：約１２９㎡、１００％県産材使用） 

   ・機能  ① 交流スペース：子どもから大人までの森林教育プログラムを提供 

        ② 企画展示スペース：森林に関する情報の展示 

        ③ 図書閲覧スペース：森林に関する図書を自由に閲覧 

（３）施設の特徴 

・施設の象徴として、建物正面に県産材丸太の柱を「Ｖ字形」に配置する特徴的な 

デザイン 

・施設内に挾土秀平氏が制作したシンボルとなる左官壁を配置 

・バリアフリーにも配慮し、木の良さを感じられる居心地の良い空間を提供 

（４）開館  

・開館時間 午前１０時から午後４時まで 

・休 館 日 火曜日、水曜日（休館日が祝日の場合はその翌平日）、年末年始等  

（５）体験内容 

幼稚園・保育園・小中高校、大学をはじめ、子どもから大人まで、様々な方に対し 

て「森の空間を活かした」体験プログラムを提供します。 

また、当日来館して体験できるセルフプログラムなどもご用意しています。 

（例） ・森のようちえん、プレーパーク、リラックス・ラン、星空ピアノなど 

・幼保・小中学校などの希望に合わせた 森のオーダーメイドプログラム 

・森林教育の指導者育成プログラム、企業研修プログラムなど 

※新型コロナウイルス感染防止対策として、当面の間、利用者数やプログラム 

内容を限定して受け入れを行います。（一部森林教育プログラムは有料。） 

  

 

 

 

 

 

【morinos 外観】 【morinos 室内】 


